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法
の
世
の
到
来(

１
０
５
２
年)

を
恐
れ
た

貴
族
た
ち
の
間
で
は
、
「
法
華
経
」
の
写

経
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同

時
に
、
書
写
す
る
紙
を
美
し
く
飾
る
こ
と

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
装
飾
を

施
し
た
経
典
を
「
装そ

う

飾
し
ょ
く

経き
ょ
う

」
と
い
い
、
竹

生
島
経
は
、
平
安
時
代
の
装
飾
経
を
代
表

す
る
も
の
で
す
。
紙
の
上
に
金
泥

き
ん
で
い

で
罫
線

を
引
き
、
そ
こ
に
１
行
17
字
、
穏
や
か
で

や
わ
ら
か
な
文
字
で
書
写
し
ま
す
。
経

き
ょ
う

文も
ん

の
下
に
は
、
宝ほ

う

相そ
う

華げ(

唐
草
文
様
の
一
つ)

や
雲
、
蝶
や
鳥
、
草
花
な
ど
を
金
銀
で
大

き
く
描
い
て
い
ま
す
。

「
竹
生
島
経
」
は
、
ほ
か
に
東
京
国
立

博
物
館
所
蔵
の
第
二
品
方
便
品

ほ
う
べ
ん
ほ
ん(

国
宝
、

１
巻
、
平
安
時
代
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵)

が
あ
り
ま
す
。
両
者
は
別
々
に
伝
来
し
ま

し
た
が
、
序
品
の
終
わ
り
と
方
便
品
の
始

め
に
同
じ
形
の
虫
食
い
穴
が
続
い
て
い
る

た
め
、
２
つ
は
本
来
１
巻
き
の
巻
物
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

序
品
、
方
便
品
ど
ち
ら
の
巻
末
に
も
、

寛
永

か
ん
え
い

の
三
筆

さ
ん
ぴ
つ

の
一
人
・
松

し
ょ
う

花か

堂ど
う

昭
乗

し
ょ
う
じ
ょ
う(

１

５
８
４
〜
１
６
３
９)

に
よ
る
寛か

ん

永え
い

４
年

(

１
６
２
７)

の
後
書
き
が
あ
り
、
筆
者
を

平
安
時
代
後
期
の
能
筆

の
う
ひ
つ

家か

・
源

み
な
も
と
の

俊
房

と
し
ふ
さ

と

し
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
裏
付
け

る
根
拠
は
な
く
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ち

な
み
に
、
宝
厳
寺
に
は
ほ
か
に
、
鎌

倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
「
法
華
経
　
分
別

ふ
ん
べ
つ

功く

徳ど
く

品ほ
ん

」(

重
要
文
化
財
、
１
帖
、
建
長

５
年
、
宝
厳
寺
蔵)

も
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
平
安
時
代
の
素
朴
な
序

品
に
比
べ
、
金
銀
や
切
箔

き
り
は
く(

金
箔

き
ん
ぱ
く

を
小
さ

く
切
っ
た
も
の)

な
ど
で
豪
華
に
飾
っ
た

き
ら
び
や
か
な
装
飾
経
で
す
。

■問
長
浜
城
歴
史
博
物
館

（
☎
６
３
ー
４
６
１
１
）

▲「法華経　序品」(宝厳寺蔵)

シリーズ○8
6

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、449件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

※平成30年１月１日現在

国宝　法華
ほ け

経
きょう

序品
じょほん

(竹
ちく

生
ぶ

島
しま

経
きょう

)１帖
指定日：昭和29年３月20日
所在地：宝厳

ほうごん

寺
じ

(早崎町)

「
法
華

ほ

け

経き
ょ
う

」
と
は
、
大だ

い

乗
じ
ょ
う

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

の
重

要
な
経
典
の
一
つ
で
す
。
28
品( 

28
章)

か
ら
な
り
、
通
常
８
巻
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
本
作
は
法
華
経
の
第
一
品
序
品

じ
ょ
ほ
ん

で

あ
り
、
竹ち

く

生ぶ

島し
ま

の
宝ほ

う

厳ご
ん

寺じ

に
伝
来
し
た

こ
と
か
ら
、
「
竹ち

く

生ぶ

島し
ま

経き
ょ
う

」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。

書
写
さ
れ
た
の
は
平
安
時
代
。
末
法

ま
っ
ぽ
う

思
想
の
影
響
に
よ
り
世
の
中
に
不
安
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
末

教　室　名 開　催　日 開　催　時　間 受　講　料

お菓子の教室 第４木曜日 ９時30分～12時30分 18,900円(全９回・材料費込)

パン教室 第２火曜日 ９時30分～13時 11,000円(全10回・材料費込)

日本料理教室 第３土曜日 ９時30分～13時 16,000円(全10回・材料費込)

ズンバ教室 第１・３土曜日 10時～11時 12,000円(全20回)

フラダンス教室 第１・２・３月曜日 13時～14時 23,200円(全29回)

キッズダンス教室
(小１以上)

第１・３金曜日 18時45分～19時30分 12,000円(全20回)

子どもリズム体操教室
(４歳以上)

第１・３金曜日 18時～18時45分 12,000円(全20回)

ベビーマッサージ教室
(２か月以上)

第４月曜日 10時～10時45分 6,000円(全10回・オイル代別)

ダンスwithベビー教室
(首がすわった頃)

第１・３金曜日 11時15分～12時 12,000円(全20回)

記事広告

◆『湖北の郷土料理教室』
地元で採れる食材などを使った、郷土料理を学び、古

くから伝わる伝統料理をつくりましょう。

【とき・内容】８月 ６日(月)　夏野菜のお漬け物

                 11月26日(月)　鯖ずし漬け

                 平成31年１月21日(月)　かき餅・

                 よもぎ餅つくり

【受講料】500円／回(材料費別)

◆きらめきスクール
【日　程】６月16日(土)〜全６回

【内 容】ガラスドームでチャームづくり、藍染め体験、

手作りピザなど

【受講料】3,000円(材料費別)

◆『いきいき湖北市民大学』
音楽、お笑い等さまざまな分野の講師による、バラエテ

ィに富んだ講義を受けてみませんか。

【日　程】６月21日(木)〜12月まで毎月１回

【講　師】栗
くり

木
き

剛
つよし

氏、交遊亭
こうゆうてい

楽
らく

笑
しょう

氏　他

【受講料】3,200円(前納)

※バス研修(10月)は別途参加費が必要です。

◆わたしの魅力ＵＰ講座
【日　程】６月５日(火)〜全７回

【内 容】パン作り、デコパージュ、アロマテラピー体験、

           バレンタインチョコなど

【受講料】500円／回(材料費別)

■問･申 湖北まちづくりセンター　☎７８－１２８７(祝日・水曜日休館)

いろいろなことに挑戦してみたい人、何かを新しく始めたい人、
子どもから大人まで学べます。
みんなで楽しく和気あいあいと学びませんか？

湖北まちづくりセンター事業の受講生募集中！湖北まちづくりセンター事業の受講生募集中！


